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リレー掲載	

“のぞみ”から“あかつき”へ	

中村	正人	

私はもともと大学院生の頃は宇宙プラズマ中の

電場を測る研究をしていました。その私が惑星探

査に深く関わるようになったいきさつについて、

覚えていることを書いてみたいと思います。	

そもそも、大学院博士課程 3 年次に電場計測装

置の製作にやや疲れていた私は、当時指導をして

下さっていた鶴田浩一郎先生に“どうせならこん

なまだるっこしい電場測定なんかやめて、磁気圏

の写真を撮れば良いじゃ無いですか？”と申し上

げたところ、先生からは宇宙にあるプラズマが光

を散乱する散乱断面積を考えたことがあるのかと

一蹴されました。その時は、ああ、先生のおっし

ゃることだからと検算もしないでいたのですが、

その後、私がドイツに居た頃ケンブリッジで開か

れたチャップマン会議に西田篤弘先生がお見えに

なり、そのとき“実はあれは写るらしい”と仰有

って、日本の宇宙科学の将来像の中で触れられた

のを覚えています。私は 1990 年に帰国致しまし

たが、極端紫外領域にあるヘリウムイオンの共鳴

散乱線をドップラー幅まで入れて散乱断面積を計

算すると、許容範囲の機器の大きさと積分時間で

プラズマ圏が写るらしいことが判りました。そこ

で、東京大学に移ってからは観測ロケットを使っ

てプラズマ圏を内側から撮影する実験を繰り返し

ました。大学院生だった吉川君や塩見君、山崎君

達が頑張ってくれたのもこの頃です。この装置を

地球の外に持ち出してプラズマ圏の撮像をする為

に適当な探査機は、当時は火星に行く“のぞみ”

しかありませんでした。しかし、火星探査機に地
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球プラズマ撮像装置を積むわけにはいきません。

火星の何かを観測でき、かつプラズマ圏も撮せる

装置。この時助けてくれたのが、今大阪大学にい

る佐々木晶君です。当時まだ火星に水があるかど

うかは判っていませんでした。火星でも地球と同

じように惑星のなかではヘリウムが作られている

はずですが、それが外に出てくるためには水の循

環が有るか無いかが鍵となります。従って火星で

ヘリウムを測れば火星に水が有るか無いかが判る。

これこそサイエンスというテーマで、さらにヘリ

ウムイオンの共鳴散乱から地球のプラズマ圏も撮

影できると一粒で二度美味しい極端紫外撮像装置

XUV の製作が決まりました。XUV の PI には多層膜

鏡の技術を我々にお教え下さり、先日お亡くなり

になった名古屋大学の山下廣順先生に御願いし、

快く引き受けて頂きました。大学院の諸君の頑張

りがあって、この XUV は“のぞみ”がまだ地球の

周りを廻っている間に 2 回プラズマ圏の撮像に成

功し、世界のプラズマ撮像に先鞭を付けることが

出来たのでした。なお、XUV はその後も活躍し太

陽系内のヘリウム分布の測定にも成功しています。	

そうこうしているうちに宇宙研の鶴田先生に

呼び出されたのは 1999 年の夏だったと思います。

今村剛君（当時宇宙研助手）が金星に行って金星

大気の研究をしたいと言っているが、現状の体制

では無理である。手伝ってくれないか？と問われ、

東大の役目をお聞きしたところ赤外カメラの開発

である、との返答を頂き、それでしたらと引き受

けたのですが、搭載機器の開発は探査機の設計と

切っても切り離せないものであり、そのうちに探

査機の設計にもドップリと浸ることになります。

私は大学の教員であり、探査機の設計に詳しいわ

けでも無かったのですが、とにかく良い画像を金

星で撮りたい一心で頑張りました。同時に、研究

者の方々の賛同を得なければ、金星ミッションの

提案さえ危ういと考え、各地の大学の気象学教室、

地球物理学教室を今村君と二人で廻ってセミナー

をさせて貰いました。お陰様で、気象の先生方も

SGEPSS の先生方も好意的に今回のミッションを

とらえて下さり、2001 年 1 月に開かれた第一回

宇宙科学シンポジウムでのミッション提案は満場

の拍手をいただく事が出来ました。その日の夕方

には臨時の宇宙理学委員会が開かれ第 24 号科学

衛星として PLANET-C が誕生することになりまし

た。	

PLANET-C が”あかつき”という名前を与えら	

れた経緯をお話しておきたいと思います。打ち上

げの数ヶ月前に、広報からミッションが世間に

方々に判りやすいように、打ち上げ前に名前を決

めて欲しいという要請がありました。立川理事長

からは二つの選択肢を示され、自分たちで決める

か、公募するなら公募第一位のものを必ず選ぶ、

どちらかにしなさいというご助言でした。我々は

プロジェクトで選ぶ道を選び、仲間内で投票をし

たところ、”はやて”等の名前が浮かび上がりま

した。しかし最後のところで、阿部琢美会員と大

月祥子会員が、もっと言い名前があるでは無いか、

これまで宇宙研の衛星は”あけぼの”、”れいめ

い”と夜明け前を示す名前で成功してきている、

今回は”あかつき”ではどうでしょうと提案され、

投票の結果は忘れ去られて満場一致で”あかつき”

と決まったのです。	

”あかつき”は2010年5月には打ち上げられ、

12月に金星に到着するも周回軌道投入に失敗、そ

して2015年12月7日に再度の挑戦を経て現在金星

を廻っています。カメラで得られた画像は素晴ら

しく、15年の苦労が吹き飛ぶと石井プロジェクト

エンジニアと二人で笑い合っていますが、最初の

頃にはこんな事もあったのでした。	

第 139 回総会報告	

第 139 回総会は、幕張メッセ国際会議場において

行われた日本地球惑星科学連合 2016 年大会(2016

年 5 月 22 日～26 日)期間中の、5 月 24 日(火) 12 時

30 分から 13 時 30 分まで 302 会場において開催さ

れた。国内に在住する正会員 582 名および学生会

員 177 名の計 759 名のうち、出席者は 127 名、委任

状提出は 144 名（うち電子委任状 134 通、はがき 10

通）の計 271 名（定足数 253 名）であり、総会は成立

した。 

まず、中村正人会員による開会の辞の後、議長とし

て小嶋浩嗣運営委員が指名された。山崎俊嗣会長に

よる挨拶（＊本号に別途記事有り、以下同様）の後、

田中舘賞授与式に進み、第 167 号が品川裕之会員

に授与された。田中舘賞審査報告は、山崎会長より

行われた（＊）。続いて、昨秋の学会における学生発

表賞（オーロラメダル）の受賞者（穴井千里、池澤祥太、

宮本麻由、澁谷亮輔、松田貴嗣、加藤大羽、野村浩

司、平井研一郎、久保田結子の 9 名（敬称略））が表

彰された。諸報告に移り、大塚雄一総務担当運営委

員より、前回総会以降に開催された第 28 期第 5、6
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回運営委員会及び 2 回の臨時運営委員会の報告が

なされた（第 6 回運営委員会については本号に別

途記事有り、その他は前号の会報に掲載済み）。

さらに、増田智会員から	SCOSTEP 小委員会報告、

羽田亨会員から STPP 小委員会報告、村山泰啓会

員から WDS 小委員会報告、笠原禎也会員から

URSI 分科会報告がなされ、諸報告全般にわたる

質疑応答がなされた。	

続いて議事に入り、名誉会員の推挙がおこなわ

れた。山崎会長より、荒木徹会員を名誉会員に推

挙する提案がなされ、満場一致で可決された。最

後に、今秋の総会・講演会をお世話して頂く九州

大学を代表して羽田亨会員から、開催地の準備状

況について紹介があり、小嶋浩嗣議長による閉会

の辞をもって終了した。	

 

139 回総会議事次第 

１．開会の辞 

２．議長指名 

３．会長挨拶 

４．田中舘賞授与 

５．田中舘賞審査報告 

６．学生発表賞表彰 

７．諸報告 

８．議事 

９．秋季学会開催地（九州大学） 

１０．閉会の辞 

（総務 大塚雄一） 

会長挨拶	

山崎俊嗣	

総会の開会にあたり、一言ご挨拶申し上げま

す。	

先月、熊本地方で大きな地震が発生し、甚大

な被害が出ていることに、皆様も心を痛めておら

れることと思います。本学会にも熊本で活動され

ている会員が数名おられます。幸い怪我はなかっ

たということですが、研究活動はおろか日常生活

にも大きな影響が出ているようであり、一日も早

い沈静化と復興をお祈りいたします。	

次は、前回の総会以降の、会員の受賞につい

てのうれしいお知らせです。文部科学大臣表彰若

手科学者賞を、銭谷誠司会員が「相対論的磁気リ

コネクションの先駆的シミュレーション研究」で、

西村幸敏会員が「高感度カメラ網を用いたオーロ

ラ及び宇宙嵐発生機構の研究」で、菅沼悠介会員

が「詳細な野外調査と高精度年代決定による古環

境の革新的研究」で受賞しました。全科学技術分

野で約 100 名の受賞者の中で、本学会会員が 3 名

選ばれたことは、本学会若手会員のアクティビテ

ィの高さを示すものであり、たいへん喜ばしく思

います。	

2016 年度日本地球惑星科学連合フェローに、

加藤進先生が「中層大気・超高層大気中の大気潮

汐波・大気重力波に関する理論的・観測的研究の

顕著な貢献」により、荒木徹先生が「太陽風に対

する地球磁気圏応答の物理過程解明を中心とする

太陽地球系物理学への貢献、および地球惑星科学

データの保存と提供活動における貢献による功績」

により、向井利典先生が「飛翔体搭載の宇宙プラ

ズマ粒子観測装置の開発と得られた科学成果によ

る磁気圏物理学及び宇宙空間物理学分野における

顕著な功績」により選ばれました。	

読売テクノフォーラムからゴールド・メダル

特別賞が、「探査機あかつきの金星軌道投入成功」

により、宇宙科学研究所あかつきプロジェクトチ

ームを代表して中村正人会員に授与されました。	

尾崎光紀会員が、IEEE	Nagoya	Section	Young	

Research	Award	を 2012～2015 年の IEEE での優

れた研究実績により、パワーアカデミー萌芽研究

優秀賞を、電気工学分野への発展に貢献が期待さ

れるということで受賞されました。	

第 72 回電気学術振興賞	進歩賞が、「JEM-

GLIMS ミッションによる国際宇宙ステーションか

らの雷放電および高高度発光現象の観測」により、

佐藤光輝，鈴木睦，菊池雅行の 3 名の会員を含む

5 名に授与されました。	

本学会に関係の深いニュースとしては、まず、

金星探査機「あかつき」の金星周回軌道への投入

の成功という快挙がありました。2018 年 12 月ま

では軌道修正の必要がなく観測を続けられる見通

しと伺っています。5 年前の失敗からのリカバリ

ーは、関係者の執念というべき努力が実ったもの

と思います。予想しなかった南北に延びる弓状の

構造が雲の上端に見られるなど、続々と新発見が

得られつつあり、今後の成果がたいへん期待され

ます。EPS 誌に、プロジェクト責任者の中村会員

他による速報が発表されましたので、是非ご覧く

ださい。	

また、固体系の分野のこととしては、ここ	
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「千葉」の名を冠した新地質時代名の話題があり

ます。現在に最も近い 77 万年前の地磁気逆転が、

更新世の前期・中期境界という地質時代の区切り

となっていますが、この地磁気逆転の世界でもっ

とも詳細な記録が房総半島の地層に残されている

ことが、本学会会員の研究で明らかとなっていま

す。この地層を世界の標準地とする国際機関への

提案はまだこれからですが、認定されれば地質時

代名に初めて日本の名称が採用されることとなり、

期待されます。	

本年度も西田篤弘名誉会員より国際学術交流

のために 100 万円のご寄付をいただきました。厚

く御礼申し上げます。若手会員には本学会のこの

ような恵まれた環境を、有効活用していただきた

いと思います。	

EPS 誌は、科研費の支援を受けて、オープンア

クセス化を始めとする国際情報発信強化に取り組

んでまいりました。5 年計画の 3 年目であった昨

年度末に中間評価が行われ、幸い A 評価をいただ

くことができ、今年度と来年度の科研費支援が当

初の内約どおりいただけることとなりました。こ

れはひとえに、EPS の運営、編集にご尽力された

会員の皆様と、論文を投稿してくださった方々に

よるものです。オープンアクセス化後、投稿数の

大幅増、投稿から出版までの日数の短縮、インパ

クトファクターの上昇基調など、発展のための良

い循環に入ってきているものと喜ばしく思います。

今年度は、現在の科研費支援が来年度で終了した

後のことについて、方針を決めていかなければな

らない重要な年になります。科研費の制度自体が

どうなるかまだ決まっておりませんが、JpGU と

の協力関係が重要になると思います。会員の皆様

にとってより魅力的かつ使いやすい雑誌であるた

めにはどうするのがよいか、本学会運営委員会及

び共同刊行５学会で検討してまいります。会員の

皆様には、今後一層、論文投稿、特集号の企画、

査読等、さまざまな面でのご支援をお願いします。	

今期の運営委員会も 2 年目に入りました。ア

ウトリーチイベントの科研費支援を今年度もいた

だけることになり、例年どおり秋学会と合わせて

開催しますので、会員の皆様のご協力をよろしく

お願いします。前期から継続の法人化の検討につ

いては、法人化に進むか否かの判断を今期のうち

にしたいと考えております。至らない点も多々あ

ろうかと思いますが、科学の発展と会員サービス

の向上につとめてまいります。今後とも会員の皆	

様のご指導ご鞭撻をよろしくお願いします。	

名誉会員推挙理由 

荒木 徹 会員 

最初に略歴をご紹介します。荒木会員は、昭和

36 年に京都大学理学部地球物理学科をご卒業さ

れ、一年間、福井大学工学部助手をつとめられた

後、昭和 37 年に京都大学大学院理学研究科に進

学されました。昭和 42 年京都大学工学部助手、

昭和 45 年京都大学理学部助手となられ、同助教

授、教授、京都大学大学院理学研究科教授を歴任

後、平成 14 年 3 月に退職、京都大学名誉教授と

なられました。	

荒木会員の研究業績は多岐に亘りますが、国際

的にもよく知られているのは、太陽風中の衝撃波

が地球磁気圏を圧縮することにより発生する地磁

気急始部(SC)の研究です。荒木会員は、地磁気の

アナログ観測記録(マグネトグラム)を丹念に解析

し、SC の最初に現れる Preliminary	Impulse(PI)

は、マグネトグラムの時刻精度内で、極域と磁気

赤道域で同時であることを明らかするとともに、

極域に印加された電場による電離層電流が、DP2

型電流系と同様、低緯度に広がり、磁気赤道で磁

場変化として増幅され観測されていることを示し

ました。また、1979 年に打ち上げられた精密磁
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場観測衛星 Magsat のデータ解析の一環として PI

現象を解析し、地上の観測データと比較すること

により、PI が電離層電流であることを確認しま

した。これらの一連の研究により、PI が極域に

印加した電場による電離層電流であるか、あるい

は、SC に伴い磁気圏に発生した磁気流体波の一

部を見ているのかという長年の問題に決着がつけ

られました。	

その後も SC について徹底した解析を行い、地

球上の各領域でどのような波形で、かつ、どのよ

うな時間関係で現れるかという形態学的研究を行

い、それを基に、SC の物理的モデルを発表しま

した。これらの研究により、太陽風の動圧が急激

に変化した場合の磁気圏応答、特に、地上磁場変

化ついての研究は、基本的には完成したと考えら

れ、その後の SC に関係する論文では、殆ど常に、

荒木会員によるこれら論文が引用されています。	

荒木会員は、SC 現象以外にも、例えば、極域

電流系について、ホール電流とペダーセン電流お

よび沿磁力線電流がどのような割合になっている

かという基本的な問題を、地磁気とレーダー観測

から定量的に明らかにするなど、数多くの業績が

あります。また、大学院学生の研究指導を通して、

太陽風の動圧変化が磁気圏に引き起こす現象を、

数値計算も含め明らかにしてきました。	

これらのご業績に対し、昭和 52 年に本学会田

中 舘 賞 、 昭 和 58 年 に NASA よ り Group	

Achievement	 Award	 to	 Magsat	 Scientific	

Investigation	Team、平成 10 年には本学会長谷

川・永田賞を受賞されています。本年 4 月には、

日本地球惑星科学連合フェローに選ばれました。	

荒木会員は、日本学術会議地球電磁気学研究連

絡委員会委員、情報学研究連絡委員会委員の他、

文部省学術審議会、日本学術振興会、科学技術会

議等の専門委員として、科学行政にも貢献されま

した。地球電磁気学研究連絡委員会では、我が国

におけるデータ問題を主に取り上げられ、特に、

大きなデータセンターが存在しない SGEPSS 関連

分野の状況を改善すべく尽力されました。	

国際的には、ICSU 世界資料センター(World	

Data	Center)パネルメンバーを 1997 年から 2005

年まで務め、中国などに残されている 100 年以上

前の地磁気観測記録保存のための国際的取り組み

を先導されました。また、国際地磁気指数サービ

ス（ISGI)の	Directing	Board	Member も歴任さ

れ、地球惑星科学分野の観測データの保存と公開

に関する諸々の問題への取り組みで活躍されまし

た。	

京都大学を退職後も、日本学術振興会の専門委

員,地球観測情報システム検討委員会委員,科学技

術会議専門委員,共同利用研究機関の運営協議会

委員などを通して、我が国の地球惑星科学の振興

に尽力されています。	

荒木会員は、当学会においては、2001～2002

年の会長の他、運営委員を計５期、評議員を計 3

期歴任され、当学会の発展に貢献されました。	

以上のように、荒木会員の学術および本学会発

展への貢献は顕著であり、地球電磁気・地球惑星

圏学会の名誉会員にふさわしいものとして推挙し

ます。 

(会長 山崎俊嗣)		

学会賞決定のお知らせ	

平成 28年５月 23日に評議員会が開催され，長谷

川・永田賞，大林奨励賞，および SGEPSS フロンティア

賞の受賞者が以下のように決定されました。授賞式は

九州大学で開催予定の秋期大会の総会にて行われ

ます。																									(会長 山崎俊嗣)	

	

記	

長谷川・永田賞	

丸橋	克英 会員	

	

大林奨励賞	

吉岡 和夫 会員	

「極端紫外分光による木星内部磁気圏の観測的研究」	

市原	寛 会員	

「地震・津波発生過程の解明に関する	

地球電磁気学的研究」	

垰	千尋 会員	

「数値モデルを用いた木星型惑星の	

熱圏−電離圏−磁気圏結合系の研究」	
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SGEPSS フロンティア賞	

松本	紘	会員，長野	勇	会員，筒井	稔	会員，	

(故)山本	達人	氏，(故)Frederick	L.	Scarf氏	

（GEOTAIL衛星における電磁適合性導入に関わった

グループ）	

「科学衛星における電磁適合性の導入と	

その計測手法の確立」	

	

以上	

田中舘賞審査報告 

第 167 号	 品川裕之会員	

論文名:数値シミュレーションによる

地球惑星電離圏ダイナミクスの研究	

Study	of	ionospheric	dynamics	of	

Earth	and	planets	using	numerical	

simulation	
	

	 3 つの地球型惑星(金星・地球・火星)の電離圏

構造を明らかにし、そこでの物理・化学過程を理

解することは、普遍的な惑星電離圏の理解へとつ

ながるものである。品川裕之会員は、探査機によ

って明らかとなった金星・火星の電離圏構造を数

値シミュレーションにより再現し、その成因を明

らかにした。また、地球電離圏の局所モデル、全

球モデルの開発を推進し、大地震に伴う電離圏変

動や、その他の電離圏変動予測に関して多くの成

果を生み出している。これら一連の研究は、我が

国における地球・惑星電離圏モデリング・シミュ

レーション研究の先駆けと言えるものである。以

下に、4 つの主要な研究について簡単に紹介する。	

1.	MHD シミュレーションによる金星・火星電

離圏構造の研究	

	 1970 年代の米国、旧ソ連による金星・火星探

査は、これら惑星の超高層大気、電磁環境に関し

て数々の新事実や基礎情報をもたらした。数値シ

ミュレーションによる観測結果の再現や、金星・

火星電離圏形成の物理・化学過程の解明が次なる

課題であった当時、世界に先駆けた電離圏 MHD モ

デルの開発、数値シミュレーションを実施し、未

解明であった電離圏磁場の構造と成因を理論的に	

明らかにするなど、その結果は高く評価された。	

2.無磁場(弱磁場)惑星における太陽風・電離圏

相互作用の研究	

	 金星・火星は地球のような磁気圏を形成しない

ことから、太陽風と電離圏との相互作用によって

基本構造が決定されるとともに、様々な変動を示

していると考えられている。金星・火星電離圏に

おいて太陽風の変動が電離圏にどのように影響す

るかを調べるため、太陽風・電離圏相互作用のシ

ミュレーションを行った結果、太陽風の条件によ

って昼から夜への電離圏プラズマの輸送量が大幅

に変わること、それに伴い電離圏の磁場構造や分

布も大きく変動することなど、太陽風－電離圏相

互作用や、電離圏からのプラズマ流出に関する重

要な知見が得られた。	

3.地球電離圏変動の数値シミュレーション研究	

	 電離圏モデリング研究は、欧米では 1970 年代

から盛んに進められてきたが、我が国は大きく遅

れをとっていた。品川会員は、先ず、局所的かつ

短周期の電離圏変動を調べるため、中性大気変動

を非静力学平衡にて記述する大気圏・電離圏モデ

ルを開発した。このモデルによってオーロラアー

ク付近での鉛直風変動や、大地震・津波に伴う音

波の伝搬による電離圏変動について新たな理解が

得られた。	

4.地球電離圏グローバルモデルの開発	

	 上記の電離圏モデリング研究をもとに、独自の

全球電離圏モデルを開発した。このモデルは、九

州大学大気大循環モデルの拡張版である全大気領

域モデルと結合され、大気圏・電離圏統合モデル

（GAIA）の電離圏部分を担っている。近年、GAIA

によるシミュレーションにより、下層大気起源の

電離圏変動として、大気重力波、潮汐波による

日々変動の再現や、成層圏突然昇温に伴う電離圏

変動などに関して多くの成果が上がって来ている。	

	 以上のように、品川会員は、地球型惑星の電離

圏現象を総合的に理解しようとの試みから数々の

シミュレーション研究を実施し、多くの成果をあ

げてきた。さらに、品川会員の電離圏モデリング

研究から派生し、惑星電離圏からのプラズマ流出、

大気圏・電離圏結合、大気上下結合に関連した電

離圏変動のモデリング・シミュレーション研究が

本学会の若手-中堅研究者によって継承・推進さ

れるに至っている。	

	 品川会員は、学会活動においても、本学会運営

委員、EPS 誌編集委員、大林奨励賞推薦委員、同
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委員長など重要な役割を果たしてきた。これらの

地球電磁気・地球惑星圏科学における優れた研究

業績と活動を高く評価し、田中舘賞を授与する。	

(会長 山崎俊嗣)		

田中舘賞を受賞して 

品川	裕之	

	 この度は名誉ある田中舘賞をいただき、誠に光

栄に存じます。正直この歳になって受賞するとは

予想していませんでしたので、驚くと同時に大変

嬉しく思っております。これまでの私の研究をご

指導、ご支援していただいた全ての方々に心より

お礼を申し上げます。	

	 早いもので私が当学会に最初に参加してからも

う 35 年になります。私が大学時代を過ごした

1970 年代は汎用の大型計算機が急速に普及し始

めた頃で、多くの分野で計算機を使った数値解析

が行われるようになっていました。大学では主に

宇宙物理や地球物理を中心に幅広く勉強していま

したが、計算機で数値的に物理現象を再現するコ

ンピュータシミュレーションに興味を持ち、大学

院修士課程では金星電離圏のシミュレーション研

究を始めました。実際に１次元の簡単なモデルを

作ってやってみると、衛星観測のデータと良く似

たものが数値的に再現でき、益々のめり込んで行

きました。	

しかし、米国ではその時にはすでにかなり高精

度の電離圏モデルが開発されており、私のような

新参者が一人で太刀打ちできるような状況ではあ

りませんでした。そこで大学院博士課程では、地

球・惑星の電離圏モデルを開発していた米国のミ

シガン大学に留学して、本格的に電離圏モデリン

グの研究を始めました。当時は米国の探査衛星

Pioneer	Venus により金星電離圏の直接観測が行

われ、電離圏の構造やダイナミクスが明らかにな

ってきた頃です。金星は地球と違って固有磁場を

持たず、太陽風が強い場合には磁場が直接電離圏

に侵入するため、電離圏構造も地球で用いられて

いた固有磁場中の拡散モデルでは正しく再現でき

ません。指導教員であった Tom	Cravens 先生と議

論した結果、MHD 的な取り扱いが必要であるとい

う結論に達し、１次元の電磁流体力学(MHD)モデ

ルを作ってみたところ、観測されていた磁場構造

やプラズマ密度分布が良く再現できることがわか

りました。今でこそ金星・火星電離圏を MHD で取

り扱うのは標準的手法となっていますが、当時は

MHD 的な電離圏モデリングについては批判的な意

見も多く、論文掲載まで非常に苦労したのを覚え

ています。近年はコンピュータの性能も向上し、

世界の多くのグループで太陽風から金星や火星の

電離圏までの領域を３次元の MHD モデルで見事に

再現できるようになったのを見ると感慨深いもの

があります。	

その後、数年間のポスドク生活を経て 1990 年

に日本に帰ってから、郵政省通信総合研究所

(CRL)、名古屋大学太陽地球環境研究所(STE 研)、

情報通信研究機構(NICT)と移りながら、主に地球

の電離圏モデルの開発を進めました。外国では地

球の電離圏モデルは多くのグループで開発されて

いて、基本的なことはやり尽くされ、課題は磁気

圏や大気圏との相互作用の解明に移っていました。

特に米国ではかなり現実的なグローバル熱圏–電

離圏結合モデルが構築されていて、さまざまな成

果が出ていました。	

私も 2000 年頃から米国のモデルに匹敵する独

自のグローバル熱圏–電離圏結合モデルの構築を

目指していましたが、この規模になると一人で開

発するのはほとんど不可能で、共同開発を模索し

ていたところ、当時東北大学の藤原均さんと九州

大学の三好勉信さんが下層大気から熱圏までの全

中性大気圏をシームレスに含む拡張大気圏モデル

を開発していることを知りました。何度か彼らと
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話すうち、電離圏モデルとの結合をやろうという

ことになったのですが、ここでもう一つ難題が出

てきました。熱圏と電離圏を自己無撞着に結合す

るには、熱圏風で誘導される所謂「ダイナモ電場」

を含めなくてはなりません。ここで NICT の陣英

克さんが電離圏ダイナモモデルの開発担当となり、

NICT を拠点にしていよいよ大気圏と電離圏を結

合したモデルを開発することになりました。	

当時は地上から熱圏までの中性大気圏と電離圏

を矛盾なく結合するモデルはまだ存在せず、全く

新しいモデルの開発となりました。数年をかけて

ようやく完成した「全大気圏–電離圏結合モデル」

から出てきた結果は実に驚くべきもので、観測で

は知られていたけれども未解明であった現象が

次々に現れてきました。例えば、電子密度の経度

方向の波数 4 の構造、磁気赤道に沿って流れる高

速熱圏風、磁気赤道の両側に形成される中性大気

の「赤道異常」、熱圏のスーパーローテーション、

成層圏突然昇温時の電子密度変動などです。この

モデルは GAIA	 (Ground-to-topside	 model	 of	

Atmosphere	and	Ionosphere	for	Aeronomy)と命

名され、今日、世界の主要な大気圏–電離圏結合

モデルの一つとなっています。	

GAIA はかなりの成功を収めましたが、課題も

多く残されています。電離圏観測データとの比

較・検証によるさらなる精密化と高精度化、磁気

圏モデルとの結合、電離圏観測データを用いたデ

ータ同化方法の確立、電離圏の数値予測などです。

将来、我が国が独自の宇宙地球(惑星)環境統合モ

デルを開発して、世界をリードしていくことを期

待し、今後も微力ながら研究の発展に貢献してい

きたいと思いますので、何卒ご支援のほどよろし

くお願いいたします。	

第 28 期第 6 回運営委員会報告 

日時：2016 年 5 月 22 日(日)	18:30-21:00	

場所：幕張メッセ国際会議場 203	

出席者(18 名、定足数 11 名)：山崎俊嗣(会長)、

渡部重十(副会長)、大塚雄一、坂野井和代、畠山

唯達、加藤雄人、中村教博、吉村令慧、岡田雅樹、

松島政貴、齋藤義文、田口聡、橋本久美子、天野

孝伸、田所裕康、小嶋浩嗣、馬場聖至、松清修一	

	

00.	前回議事録の確認	

第 28 期第 5 回運営委員会議事録を確認し、承認	

された。	

	

01.協賛・共催関係（庶務）	

以下の 2 件の後援依頼が承認された。	

○後援	

・ International	 Symposium	 on	 the	 Whole	

Atmosphere	(ISWA)	

開催日時：平成 28 年 9 月 14-16 日	

開催場所：東京大学伊藤謝恩ホール	

主催：東京大学大学院理学系研究科、国立極地研

究所	

Web：	http://pansy.eps.s.u-tokyo.ac.jp/iswa/	

・伝統的七夕ライトダウン 2016 キャンペーン	

開催日時：平成 28 年 8 月 5 日-9 日の夜間	

対象：賛同する全国の個人・団体	

主催：伝統的七夕ライトダウン 2016 推進委員会	

Web：http://7min.darksky.jp/	

	

02.	入退会審査（庶務）	

正会員の退会申請が 1 件報告されたが、本人に事

情確認を行うことになった。学生会員から正会員

への移行申請者については運営委員会で承認。	

また次回運営委員会で長期滞納による強制退会候

補者のリストを整理の上、対応を議論することに

なった。	

	

03.	国際学術交流外国人招聘と国際学術交流若手

派遣、国際学術研究集会等補助	(助成)		

外国人招聘については応募が無かった。	

若手派遣には 1 件の応募があったものの、今回の

募集の期間外の会議に関するものであったため、

次回公募時に再度応募して頂くことになった。	

	

04.	各種賞推薦状況	

○日本学術振興会賞に1名が推薦されている。	

○日本学術振興会育志賞について、会員から1件

の推薦があり、学会からの推薦が決定している。	

本学会から推薦した会員の受賞が続いており、確

実に成果に結びついている。今後もこの努力は続

けるべきである。	

	

05.	秋学会関係（秋学会担当）	

○特別セッション	

秋学会に特別セッション「考古学と地球電磁気学」

の提案があったことが報告され、承認された。	
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○2016 秋学会の進捗状況について	

	 秋学会の準備状況について説明があった。学生

発表賞の審査用などにあと 2 部屋ほどあった方が

良い。なお 3 日目は A 会場と総会用の部屋しか予

約出来ていないが、午前中は総会用の部屋を分割

して B,C 会場として使えるかもしれないとの説明

があった。	

	 学会期間中はバスの増便をしてもらう。最終日

の学生発表賞審査員や運営委員など遅くなった場

合のバスについて質問があり、LOC で確認をして

頂くことになった。	

	 秋学会の投稿は 7 月上旬に受付開始し、8 月中

旬に締切とする方向で調整する。	

	 学生発表賞の審査スケジュールがタイトなため、

コマ割りやセッション内での学生発表の順番につ

いて相談・調整したいとの要望があった。またポ

スター発表は審査員が 1 名しかいないため、自信

を持って推薦出来ないという事情がある。一般会

員からの投票などを募り、それを参考にしてはど

うかとの提案があった。学生発表賞の事務局から

具体的な意見を挙げてもらい、運営委員で議論す

ることになった。	

	 来年の秋学会の候補地を選定する必要がある。	

	

06.	アウトリーチ活動（アウトリーチ）	

○秋学会アウトリーチイベント進捗状況	

科研費が採択（110万円予定）。イベント内容は

以下の通り。	

タイトル：「宇宙の天気は今日も気まぐれ!」	

日時：2016年11月19日（土）	

会場：JR博多シティ会議室	

主催：地球電磁気・地球惑星圏学会	

記者発表はアウトリーチと同じ日時・会場で行う

予定。記者発表後に可能であればアウトリーチイ

ベントにも参加協力を頂きたい。		

	

○第 24 回衛星設計コンテスト進捗状況	

実行委員：山崎俊嗣、田所裕康	

企画委員：中田裕之	

審査委員：亀田真吾	

現在募集中である。6 月 20 日(月)の第 2 回実行

委員会に中田企画委員が出席予定。	

	

07.	会計	 (会計)	

○会費徴収	

会費の請求書を郵送(銀行振込による支払い)およ

び電子メール(それ以外の支払い)で発送済み。た

だしコンビニ払いは手数料が高いという問題があ

るため、別の支払い方法への変更を依頼している。	

○西田基金	

西田先生より今年も 1,000,000 円の寄付金を頂い

た。	

○会計監査	

6 月中旬から 7 月末の間に行う予定。監査員は石

井守、綱川秀夫両会員。なお平成 27 年度からア

ウトリーチ科研費についても監査を行う。	

○会費未納者の徴収	

PAC が会費未納者リストを JPGU に持ってくるこ

とになっている。期間中に未納者への声がけを行

う。	

	

08.	男女共同参画関係について（男女共同参画）	

秋学会の保育室は会場外で探す予定である。	

今年度の女子中高生夏の学校について、現在参加

を検討中。		

法人化と同等の情報公開へ向けたアウトリーチ関

係の事業報告案が提示された。	

	

09.	Web・メーリングリスト関係（広報	Web/ML

担当）	

HP および ML 更新を行っている。過去の田中舘賞

受賞者のページで 3 箇所英語化が出来ていない部

分がある。情報があれば随時連絡して欲しい。	

	

10.	会報関係（広報	会報担当）	

4 月 25 日に会報 226 号を発行済みである。次号

(227 号)のスケジュール案について説明があった。	

	

11.	法人化対応 TF	 (副会長)	

法人化の検討状況が報告された。法人化した場合

には基本的に理事会が意思決定を行うことになる。

会員が皆で運営するという雰囲気が失われる恐れ

があり、注意が必要である。本学会のような規模

の学会でも法人化のメリットが本当にあるのか、

他学会の例を調べて更に検討をすることになった。

現時点では法人化する積極的な理由は見当たらな

い。	

ただし会計報告については法人同等に行うべきで

ある。特に秋学会の会計は曖昧な点があり、今年

の秋学会から会計報告の明瞭化を行うことが承認

された。	
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12.	EPS 関係	(雑誌)	

論文投稿・出版状況、予算執行状況、EGU へのブ

ース出展、科研費中間評価について報告があった。

5 月 22 日に編集委員会が開催される。JPGU 期間

中にアンケートを実施する。また総会では中間評

価の公表用資料を配布の予定。今後は AOGS,	AGU

へのブース出展を予定している。また

Electromagnetic	Induction	Workshop	(8/14-20)

へのブース出展を検討中であり、5 学会の秋学会

でも広報活動を予定している。	

科研費中間評価での評価意見として、EPS を知っ

ている人がまだ少なく、広報に関する一層の創意

工夫が必要であることが指摘されている。EGU で

のアンケートでは国際的プレゼンスやインパクト

ファクターを重視する一方で、投稿料については

必ずしも重要視されていないという傾向が見られ

た。	

	

13.	その他	

○3 学会合同セッションの現状報告	

春の天文学会にて第 9 回が行われ、各学会の持ち

回りで 3 巡したことになる。世話人間の会合で 4

巡目を行うことが決まったが、これまでよりも頻

度を下げることになった。次回は 2 年後の物理学

会、次の SGEPSS の担当は 4 年後になる予定。	

○春大会における学会関連会議への会議室使用料

援助について	

JPGU 中の会合について、今までは分科会以外の

会合には費用負担をしていないが、もう少し対象

を広げても良いのではないかとの提案が会計担当

からあった。具体的には会合への参加会員数や目

的などを申請してもらい、4 月頃の運営委員会で

承認する形が考えられる。来年の JPGU に向けて

次回の運営委員会までに具体案を作成し議論する

ことになった。	

○学会のパンフレット	

学会パンフレットが無くなったことを受け、新し

いパンフレット作成の是非が議論された。前回の

作成は 10 年ほど前であり内容が古くなっている

ため、広報担当を中心に新しいパンフレットの作

成を行うことになった。ただし、一度に印刷する

部数は少なくし、必要に応じて印刷するようにし

た方が良いとの指摘があった。	

極地研でデザインが出来るかどうか確認し、可能

であれば今期中に作成する。今年度であればアウ

トリーチ予算内で印刷が出来る見込みである。	

○総会での役割分担	

総会での役割分担を決定した。	

	

14.	次回運営委員会開催日	

8 月頃に開催の予定である。	

(第 28 期運営委員会・庶務 天野孝伸) 

第 28 期第 3 回評議員会報告	

日時：平成 28 年 5 月 23 日（月）	18:30-20:50	 

会場：幕張メッセ国際会議場 203 室	 

出席者：<会長・副会長>	 山崎俊嗣、渡部重十	 

<評議員>	 家森	俊彦、歌田	久司、大村	善治、 

小原	隆博、中村	卓司、中村	正人、浜野	洋三、 

藤井	良一、山本	衛	

欠席：	 津田	敏隆	

	

報告者	 

徳丸	宗利（長谷川・永田賞受賞候補者選考委員 

会委員長）	 

品川	裕之（大林奨励賞候補者推薦委員会委員長）	 

門倉	昭（フロンティア賞候補者推薦委員会委員 

長）	

大塚	雄一（運営委員会総務担当）	

	

１．学会賞審議	

(1)	長谷川・永田賞	

長谷川・永田賞受賞候補者選考委員会の徳丸 

委員長から審査報告がなされた。議論の結果、丸 

橋克英会員に長谷川・永田賞を授与することを決 

定した。	

長谷川・永田賞の審査対象は、これまでの業 

績全体であることを確認した。	

(2)	大林奨励賞	

大林奨励賞推薦委員会の品川委員長より、報 

告資料に基づいて説明がなされた。推薦委員会か 

ら 3 名が推薦され、議論の結果、吉岡和夫会員、 

市原寛会員、垰千尋会員に大林奨励賞を授与する 

ことを決定した。	

(3)	フロンティア賞	

フロンティア賞候補者推薦委員会の門倉委員 

長より、資料に基づき選考結果が報告された。議 

論の結果、松本紘会員、長野勇会員、筒井稔会員、 

山本達人氏(故人)、Frederick	L.	Scarf 氏(故 

人)	（GEOTAIL 衛星における電磁適合性の導入に

- 10 -



関わったグループ）にフロンティア賞を授賞する

ことを決定した。	

フロンティア賞は内規第一条に則り審査を行

い、他の賞では顕彰されない、論文成果として現

れにくいものを対象とする。受賞者に故人が含ま

れていてもよいが、故人だけを対象にした授賞は

しない。	

募集時期を早め、〆切を現在の 2 月末から 12

月末にする。応募書類について、以下の改善を行

うものとし、詳細は運営委員会と候補者推薦委員

会で決定する。	

○推薦文に内規第一条のどの観点からフロンティ

ア賞にふさわしいと考えるのかを明記していただ

けるよう、募集の案内を工夫する。	

○業績リストは、フロンティア賞への推薦の根拠

となる業績がよくわかるものとする。	

	

２．運営委員会報告	

第 28 期臨時(2 月 12 日、3 月 22 日)、第 5 回

(4 月 1 日)、第 6 回(5 月 22 日)運営員会議事録に

基づき、総務担当運営委員の大塚が説明を行った。	

プラズマ関連 3 学会合同セッションは、４年後

の 2020 年に SGEPSS が担当となるが、2020 年は、

幕張メッセが東京オリンピックのために使用でき

ないので注意が必要。	

（会長・山崎俊嗣）	

国際学術交流若手派遣の報告 

安藤 紘基 

学会名：International	Venus	Conference	

期間：4/3-4/8	

場所：オックスフォード大学（イギリス）	

	 このたび、SGEPSS 国際学術交流若手派遣事業

による旅費支援のもと、オックスフォード大学で

開 催 さ れ た 国 際 学 会 International	 Venus	

Conference に 出 席 さ せ て 頂 き ま し た 。 私

は、”On	 the	 Venusian	 polar	 vortex:	 radio	

occultation	 measurements	 and	 numerical	

experiments”	という題目で、金星の極域に見ら

れる大気不安定現象の空間構造や特性に関して観

測と理論の両面からアプローチした研究成果を発

表しました。	

	 金星の極域には、コールドカラーと呼ばれる局

所的に気温の低い緯度帯が存在し、それが温暖な

極域の大気を囲むという、地球では見られないよ

うな特異な構造をしていることが知られています。

また、温暖な極域の大気中には、東西波数 1 また

は 2 の非軸対称な擾乱があることも知られていま

す。これまで、赤外線カメラを使った撮像観測が

頻繁に行われており、金星極域の水平構造はよく

理解されています。しかし、それの鉛直構造が分

からないために立体的に特徴を把握できず、数値

モデルをはじめとする理論研究との比較が困難で

あったため、その成因は不明のままでした。私は、

大気の鉛直構造の観測に強みを持つ電波掩蔽法と

いう手法を用いて、金星極域の鉛直構造を観測的

に明らかにしました。さらに、大規模な数値モデ

ルを利用して金星極域の大気構造を再現すること

に成功し、これの成因を理論的に示しました。こ

れらの研究成果について、大勢の聴衆を目の前に

して且つ苦手な英語で発表するのは大変緊張しま

したが、台詞が途中で飛んだり、時間が余ったり

超過したりすることもなく、発表練習の成果をそ

れなりに出すことができたと思います。また発表

後には、ESA の Venus	Express チームのメンバー

から、「とても分かりやすく説得力のある結果で、

良い発表だったよ。」というお褒めの言葉や「今

後、自分たちの観測結果と比較して議論させて欲

しい。」という共同研究の申し出を頂くことがで

きました。今回発表した研究成果について近々論

文として科学ジャーナルに投稿しようと考えてお

り、本発表はその試金石だったので、これらの評

価は大きな自信になりました。宇宙科学研究所か

ら京都産業大学に異動してまだ間もないこともあ

って、慣れない環境の中での出張準備に慌ててし

まい、特に関西空港で買ったイギリス用のコンセ

ントの変換プラグが、実は現地で使えないことを

知った時は絶望感しかありませんでしたが、それ

でも何とか無事に発表を乗り切ることができて、

今は安心感と解放感に浸っています。	

	 International	Venus	Conference はこれが 6

度目の開催となるのですが、今回は日本の金星探

査機「あかつき」が金星周回軌道への投入に成功

したこともあって、世界各地から大勢の金星関係

者が集い、今までの中で最も賑やかな学会となり

ました。「あかつき」に搭載された観測機器の

PI の先生方が初期成果を発表され、どれもこれ

も大ウケで会場は拍手に包まれました。私は、こ

の大きな歓声を聞いて、日本初の金星探査が始ま

ったことを改めて実感しました。この４月から、
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「あかつき」は金星観測を本格的に開始します。

今まで見たことの無い新しい金星の世界が、「あ

かつき」を通してどんどん見えるようになると思

うと胸がワクワクするのですが、その分だけ世界

からの「あかつき」に対する期待も大きいはずで

す。「あかつき」プロジェクトの一員として一つ

でも多くの研究成果を世界に発信し金星科学の発

展に貢献できるよう、今一度気を引き締めて研究

に日々邁進していく所存です。	

	 最後になりましたが、私の申請書を採択して下

さった審査員の先生方をはじめ、本学会の参加支

援をして下さった貴学会には心より御礼申し上げ

ます。また、お忙しいにもかかわらず、私の稚拙

な申請書を添削し指導してくださった中村正人プ

ロジェクトマネージャーには、感謝の意に堪えま

せん。今後も謙虚な気持ちを忘れること無く、よ

り一層努力を重ねていきたいと思います。どうも

ありがとうございました。	

第 140 回総会・講演会	

（2016 年秋学会）関連情報	

第 140 回 SGEPSS	総会および講演会は、2016 年

11 月 19 日（土）から 11 月 23 日（水・祝）に開

催されます。会期初日の 19 日（土）には JR 博多

シティ 10F 会議室にて「宇宙の天気は今日も気ま

ぐれ！」と題して一般向けイベントが開催されま

す。会期２日目(20 日、日曜日)～最終日(23 日、

水・祝)には九州大学伊都キャンパス(福岡県博多

市)で特別セッション 1 件およびレギュラーセッ

ション 9	件の講演会が行われます。また、例年

通り、講演会３日目(会期４日目、22 日・火)の

午後には特別講演・総会・懇親会が予定されてお

ります。大会期間中の保育室利用に関しては、

SGEPSS 会員は学会から利用料が全額補助され、

会員でない秋季講演会参加者は１時間当たり 500

円となるように学会から利用料に対する補助が出

る予定です。皆様のご投稿、ご参加をお待ちして

おります。	

【セッション概要】	

＝特別セッション＝	

◆S001：考古学と地球電磁気学	

(Geoelectricity	and	Geomagnetism	in	

connection	with	Archaeology)	[大野正夫（九州

大学）、山本裕二（高知大学）、渋谷秀敏（熊本

大学）、畠山唯達（岡山理科大学）]	

	 考古学においては従来より様々な理学的手法が

取り入れられてきたが、とくに昨今は学際領域研

究・文理融合研究の掛け声のもとにこの風潮が

益々強くなっている。中でも電磁気学的手法は地

球電磁気学で長年培われてきた知見が多く考古学

調査・研究にも役立ってきた。	

本セッションでは、このように近年ますます盛

んになる考古学・歴史学と関連した地球電磁気学

の研究発表を集め、分野横断的なものの見方だけ

でなく分野内からの専門的なディスカッションを

期待している。研究分野としては、考古資料や歴

史溶岩・テフラを対象とした古地磁気をはじめと

する地球電磁気学的研究、古災害に関する電磁気

学的研究、電磁気・レーダーによる考古学用物理

探査、リモートセンシング手法を用いた新たな探

査法、他の分析・測定手法等による考古学・歴史

学への貢献をしている研究発表を歓迎する。	

＝レギュラーセッション＝	

◆R003：地球・惑星内部電磁気学（電気伝導度、

地殻活動電磁気学）	(Solid	Earth	

Electromagnetism)	[山谷祐介（産業技術総合研

究所）,	小河勉	(東京大学・地震研究所)]	

	 地球・惑星内部電磁気学に関する、観測、実験、

理論、シミュレーションなどに基づいた研究の発

表と議論を行う。地下比抵抗構造、磁気異常、自

然電位異常、地震活動域・火山地域・海洋域での

地殻活動・海流等による電磁場の励起に関連する

諸現象、観測技術・装置、室内実験、データ解析

手法、解析的・数値的計算手法などがこのセッシ

ョンで扱われる具体的な内容である。特に学生・

若手研究者の意欲的な研究発表・提案を歓迎する。	

◆R004：地磁気・古地磁気・岩石磁気	

(Geomagnetism/Paleomagnetism/Rock	Magnetism)	

[齋藤武士	(信州大学),	畠山唯達	(岡山理科大

学)]	

本セッションでは、現在および過去の地球・惑

星磁場、岩石磁気・古地磁気とそれらの応用に関

する研究の発表と議論のための場を提供する。地

球・惑星磁場の観測・解析、自然試料・考古遺物

などによる過去の地球・惑星磁場の変動・変遷と

起源、数値実験による地球・惑星磁場の発生・変

動メカニズムの解明、鉱物・岩石・隕石などの磁

気特性の測定と理論、地球表層および掘削試料の

磁気的情報に基づく地球の気候変動やテクトニク
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ス、地球・惑星の磁気異常観測と地殻磁化構造モ

デル、これらを実現するために必要な測定技術・

解析手法の開発などについての研究発表を歓迎す

る。	

◆R005：大気圏・電離圏	

(Atmosphere/Ionosphere)	[江尻省	(国立極地研

究所),	中田裕之(千葉大学大学院工学研究科)]	

本セッションは大気圏と電離圏の合同セッショ

ンである。対象とする領域は、対流圏から電離圏

までを含む広い高度領域であり、これらの領域に

おける諸現象ならびにその物理過程を解明するた

めの観測・データ解析・理論・シミュレーション

等の発表を期待する。さらに、中性大気と電離大

気の結合や相互作用などの圏間結合や、緯度間、

半球間をつなぐ議論に加え、新観測技術、将来計

画等の幅広い話題も歓迎する。	

◆R006：磁気圏	(Magnetosphere)	[家田章正	(名

古屋大学宇宙地球環境研究所),	北村健太郎	(徳

山工業高等専門学校),	尾花由紀	(大阪電気通信

大学),銭谷誠司	(国立天文台)]	

磁気圏の構造と変動、オーロラ現象を含む電離

圏－磁気圏結合、太陽風－磁気圏結合、磁気嵐や

サブストームに関連した現象などを対象とする。

人工衛星や地上からの観測、理論、シミュレーシ

ョン、モデリングなどを用いた研究発表を募集す

る。また、関連する技術開発、将来ミッションに

ついての発表も歓迎する。	

◆R007：太陽圏	(Heliosphere)	[坪内健	(東京工

業大学),	成行泰裕	(富山大学人間発達科学部),	

西野真木	(名古屋大学宇宙地球環境研究所)]	

	 太陽と太陽風によって形作られる太陽圏中に生

起する様々な現象についての研究発表を募集する。

太陽風の加速過程を始め、ダイナミックな太陽活

動に起因するコロナ質量放出（CME）や惑星間空

間衝撃波などに対する太陽圏の応答、惑星間空間

の磁場や太陽風プラズマの特性、ヘリオポーズ・

終端衝撃波等の太陽圏境界構造、それを取り巻く

星間物質（LISM）の研究、宇宙線などの高エネル

ギー粒子の物理についての研究報告を幅広く募集

する。惑星磁気圏活動へのエネルギー供給源とし

ての太陽風や、そこに生起する波動現象等も含め、

幅広いトピックについての発表を歓迎する。	

◆R008：宇宙プラズマ理論・シミュレーション	

(Space	 Plasma	 Theory/Simulation)	 [梅田隆行	

(名古屋大学宇宙地球環境研究所),	天野孝伸	(東

京大学),	成行泰裕	(富山大学),	杉山徹	(海洋研

究開発機構),	中村匡	(福井県立大学)]	

本セッションでは磁気圏・太陽圏・電離圏・惑

星圏のみならず、広く天体現象に及ぶ宇宙プラズ

マ環境に生起する様々な物理現象に関する理論・

シミュレーション・モデリング研究の議論の場を

提供する。宇宙プラズマ理論・シミュレーション

に関する新しい理論解析手法、計算機シミュレー

ション技術、プロジェクトなどに関するトピック

及び、宇宙プラズマ現象に関連した観測データの

紹介などの講演を歓迎する。また、宇宙環境計

測・利用や宇宙飛翔体環境に関連する理工学的な

理論・シミュレーション研究についても扱う。	

◆R009：惑星圏	(Planets)	[高橋芳幸	(神戸大

学),今村剛	(宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究

所),	笠羽康正(東北大学),	関華奈子	(東京大学),

土屋史紀	(東北大学)]	

惑星周辺から地表に至るプラズマ・大気・表層

環境を包含する「惑星圏」に関する研究発表、お

よび、飛翔体による太陽系探査の統合的な講演・

議論の場を提供する。本セッションでは、観測・

データ解析・数値実験・観測機器開発等に関わる

研究成果や、「かぐや」・「ひさき」・「あかつ

き」・「BepiColombo」・「JUICE」・「MMX」な

どの太陽系探査の成果・進捗・将来計画に関する

講演を、幅広く募集する。また、惑星の表層・内

部、彗星等の小天体、系外惑星に関する研究、お

よび、将来の惑星圏研究を見据えた新しい地上・

軌道上観測手段、数値シミュレーション等の技術

の開発に関する報告も歓迎する。	

◆R010：宇宙天気・宇宙気候～観測、シミュレー

ション、その融合	(Space	Weather/Climate)	[新

堀淳樹	(京都大学生存圏研究所),	齊籐慎司	(名

古屋大学),	阿部修司	(九州大学国際宇宙天気科

学・教育センター),	陣英克	(情報通信研究機

構)]	

	 太陽から地球・惑星大気、また太陽圏全体に至

る幅広い領域について、長期変動（宇宙気候）お

よび短期変動（宇宙天気）に関する講演を募集す

る。宇宙天気分野では、地球周辺の宇宙環境変動

に伴う人工衛星やスペースデブリ、地磁気誘導電

流、通信、衛星測位への影響など、宇宙天気によ

る人間活動への影響という視点での発表を推奨す

る。また、宇宙天気の概況把握や予報・予測に繋

がる基礎的研究、観測・解析手法、予報システム、

モデル提案、社会利用などの萌芽的研究･開発進
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捗等の発表も歓迎する。宇宙気候分野では、過去

数百年以上にわたる太陽、地磁気、宇宙線、歴史

的文献のような多種多様な長期データの活用、気

象・気候データとの融合など、太陽地球結合系変

動に関する分野横断型研究発表も幅広く受け入れ

る。	

◆R011：小型天体環境	(Environment	of	airless	

bodies,	moons,	and	spacecraft)	[西野真木	(名

古屋大学宇宙地球環境研究所),	綱川秀夫	(東京

工業大学),	臼井英之	(神戸大学),	笠原禎也	(金

沢大学),	熊本篤志	(東北大学),	齋藤義文	(宇宙

航空研究開発機構宇宙科学研究所)]	

	 月、水星、他の惑星の月や小惑星などの比較的

小さな天体および人工衛星などの宇宙飛翔体を小

型天体と定義し、これらの環境解析研究に関する

講演を分野横断的に行なう。具体的な小型天体環

境としては、ダイナモ、表面アルベド、宇宙風化、

磁気異常、弱磁場、ダスト、中性およびプラズマ

大気、電磁界擾乱、太陽風相互作用、プラズマ放

出などが想定され、これらに関する衛星観測や地

上観測による研究、数値シミュレーション研究や

理論研究に関する講演を広く募集する。さらには

固体惑星科学との融合的研究も歓迎する。	

	

【講演申し込み方法】	

本年度も昨年と同様に個人 I	D	を用いたウェ

ブからの電子投稿となります。	

投稿締め切りは、8	月 17	日（水）午後 12	時

厳守です（延長はございません）。お気をつけく

ださい。	

[1]	投稿規定	

○筆頭著者 1	名につき、口頭発表 1	件、ポスタ

ー発表 1	件まで講演申込みを受付けます。2	件

投稿される場合は、必ず発表形式を、1	件は口頭、

１件はポスターとしてください。	

○但し、「特別セッションでの講演者」と「レギ

ュラーセッションでの招待講演者」については以

下の取り扱いをします。	

○「特別セッションでの講演者」：特別セッショ

ンでの口頭発表に加え、レギュラーセッションで

の口頭発表も可能です。	

○「レギュラーセッションでの招待講演者」：招

待講演を行うセッション以外のセッションにて口

頭発表が可能です。	

○非会員のみによる発表は受付けません（但し、

特別セッションと招待講演は別枠です）。	

○プログラム編成の都合上、実際の発表形式（口

頭／ポスター）が希望通りにならないことがあり

ます。予めご了承下さい。	

○学生会員制度により、秋学会へ参加・発表する

学生は学生会員（2017 年 8 月まで有効）となる

ことができます。学生会員の参加費は 3,000 円で

学生会員費を兼ねます。非会員として発表する場

合の秋学会参加費は 5,000 円です。秋学会の受付

にてお支払いください。また、学生会員による発

表はすべて学生発表賞の審査対象となります。	

[2]	投稿方法	

予稿投稿の受付は、7	月 15 日(金)より開始し

て い ま す 。 本 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www.sgepss.org/)の「総会・講演会」ご

案内部分にあるリンク先から電子投稿をお願いい

たします。	

○秋学会の投稿システムでは、地球電磁気・地球

惑星圏学会独自の個人 ID 番号を使用します。日

本地球惑星科学連合(JpGU)の ID では投稿できま

せん。	

○独自の個人 ID 番号を未取得の方は、最初に

「個人情報登録（新規）」へお進みください。	

○共著の方の分の ID も必要です。「個人＆グル

ープ情報検索」より共著の方の ID もご確認の上、

未登録の非学会員の方が含まれる場合は代理登録

してください。	

[3]	締め切り	

○予稿原稿の申込み締め切りは、8	月 17	日（水）

午後 12	時厳守です（延長はございません）。

FAX、電話、メール等による遅延の依頼も一切受

付けません。	

○総会議題の申込は、9	月 30	日（金）迄に会長

宛に書面でお願い致します。	

	

【アウトリーチイベントの実施】	

秋学会期間中、一般の方を対象としたアウトリ

ーチイベントを開催いたします。イベントにご興

味をお持ちの方・お手伝いいただける方を募集し

ております（アウトリーチイベントの日程に講演

会は開催されません）。また、SGEPSS	アウトリ

ーチ部会では、秋学会イベントに限らず、今後の

アウトリーチ活動を担っていただける方を同時募

集しています。ご興味をお持ちの方はアウトリー

チ担当（田所、坂野井）までお気軽にお問い合わ

せ下さい。	
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イベント日程・会場：11 月 19 日（秋学会初

日）・JR 博多シティ１０F 会議室	

	

【保育室の設置】	

乳幼児・児童を同伴する大会参加者のために期

間中、保育室を設置してお子様をお預かりいたし

ます。詳細は 2016 年秋学会 LOC	のウェブページ

にて随時ご紹介して参ります。ご利用を検討され

ている方は、保育室担当：坂野井まで、お子様の

人数・年齢をご連絡下さい。	

	

【問い合わせ先】	

学会運営は秋学会担当運営委員：中村教博、齋藤

義文、畠山唯達（fm@sgepss.org）	

アウトリーチはアウトリーチ担当運営委員：	田

所裕康、坂野井和代（outreach@sgepss.org）	

保育室は男女共同参画担当運営委員:	坂野井和代、

橋 本 久 美 子 （ ksakanoi@komazawa-u.ac.jp,	

hashi@geosci.jp）	

尚、秋学会に関する現地情報は、秋学会 LOC のホ

ームページをご覧ください。	

	

【関連ホームページ】	

・投稿サイト		

https://secure.jtbcom.co.jp/sgepss/ 

・LOC サイト	

http://www.icswse.kyushu-u.ac.jp/sgepss2016/	

・運営委員会よりお知らせ	

http://www.sgepss.org/sgepss/fallmeeting/FM2016/ 

太陽地球惑星系科学シミュレー

ション分科会活動報告	

篠原育・松本洋介・三宅洋平	

深沢圭一郎・加藤雄人・梅田隆行	

	 当分科会は、SGEPSS と周辺研究諸分野の研究

者と“数値シミュレーション”を共通のキーワー

ドとして交流を図り、SGEPSS 分野におけるシミ

ュレーション研究の発展をサポートすることを目

的としています。本稿では平成 28 年 5 月の JpGU	

2016 年大会に合わせて行われました以下の活動

について報告します。	

	

第 16 回シミュレーション分科会会合	

日時：2016 年 5 月 25 日	

場所：幕張メッセ国際会議場（日本地球惑星科学

連合 2016 年大会会場）	

	

シミュレーション関連分野の研究者約 20 名に参

加いただき、地球電離圏プラズマ圏モデルと

Whole	Atmosphere	モデルとの結合についての紹

介、第 9 回プラズマ宇宙物理 3 学会合同セッショ

ンの報告、京都大学のスーパーコンピュータシス

テム更新についての情報提供がありました。また、

関連する研究集会の情報として 6th	East-Asia	

School	 and	 Workshop	 on	 Laboratory,	 Space,	

Astrophysical	Plasmas（2016 年 7 月 11-16 日、

つくば国際会議場）、STE シミュレーション研究

会（2016 年 8 月 31 日-9 月 2 日、東北大学）、

Japan	Society	for	Simulation	Technology	2016

（2016 年 10 月 27-29 日、京都大学）の案内があ

りました。会合の資料は	

http://center.stelab.nagoya-

u.ac.jp/simulation/meeting16.pdf に掲載され

ています。	

	

分科会会合の報告にもありますように「STE シミ

ュレーション研究会〜太陽地球惑星系探査とシミ

ュレーション研究〜」が東北大学・青葉山北キャ

ンパスを会場に 2016 年 8 月 31 日〜9 月 2 日の日

程で開催されます。講演募集など詳細については

随時メーリングリスト等で周知します。詳しい分

科会活動及び関連情報は	

http://center.stelab.nagoya-

u.ac.jp/simulation/にまとめてありますのでご

覧ください。メーリングリストへの登録や登録メ

ールアドレスの変更も、分科会 HP のリンク先か

ら行えるようになっております。	
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学会賞・国際交流事業関係年間スケジュール	
積極的な応募・推薦をお願いします。	詳細は学会ホームページを参照願います。	

賞・事業名	 応募・推薦/問い合わせ先	 	 締め切り	

長谷川・永田賞	

田中舘賞	

大林奨励賞	

学会特別表彰	

SGEPSS フロンティア賞	

学生発表賞（オーロラメダル）	

国際学術交流若手派遣	

国際学術交流外国人招聘	

国際学術研究集会 

会長 2 月末日 

会長	 8 月末日 

大林奨励賞候補者推薦委員長	 1 月末日 

会長	 2 月末日 

SGEPSS フロンティア賞候補者推薦委員長	 12 月末日 

推薦なし／問い合わせは運営委員会 

運営委員会	 5 月、7 月、10 月、1 月中旬 

運営委員会	 若手派遣と同じ 

運営委員会	 5 月中旬 

SGEPSS	 Calendar 
16-7-30〜8-7	

16-7-31〜8-5	

16-8-14〜20	

16-8-21〜25	

16-9-11〜17	

16-9-14〜16	

16-11-19〜23	

16-12-12〜16 

The	41st	COSPAR	Scientific	Assembly（Istanbul,	Turkey）	

AOGS	13th	Annual	Meeting（Beijing,	China）	

The	23rd	Electromagnetic	Induction	Workshop	(Chiang	Mai,	Thailand)	

2016 年 URSI アジア・太平洋電波科学会議	(ソウル,	韓国)	

International	Data	Week	(IDW)	(Denver,	USA)	

International	Symposium	on	the	Whole	Atmosphere	(東京大学・東京)	

第140回	SGEPSS総会および講演会	

AGU	fall	meeting	(San	Francisco,USA)	

地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）  

会長 
 

山崎俊嗣 〒277-8564 千葉県柏市柏の葉5-1-5 東京大学大気海洋研究所 

TEL: 04-7136-6130 E-mail: yamazaki aori.u-tokyo.ac.jp 

 

総務 大塚雄一 〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町 名古屋大学  

宇宙地球環境研究所 

TEL: 052-747-6317 FAX: 052-747-6323 E-mail: otsuka isee.nagoya-u.ac.jp 

 

広報 橋本久美子（会報担当）〒656-0484 兵庫県南あわじ市志知佐礼尾370-1 吉備国際大学 

地域創成農学部地域創成農学科 

TEL: 0799-42-4764 E-mail: hashi kiui.ac.jp 

 

 坂野井 和代（会報担当）〒154-8525 東京都世田谷区駒沢1-23-1 駒澤大学  

総合教育研究部自然科学部門 

TEL: 03-3418-9328 E-mail: ksakanoi komazawa-u.ac.jp 

 

 岡田 雅樹（会報担当） 〒190-8518 東京都立川市緑町10-3 国立極地研究所 

研究教育系宙空圏研究グループ 

TEL: 042-512-0665 E-mail: okada.masaki nipr.ac.jp 

 

運営委員会(事務局) 〒 650-0033 神戸市中央区江戸町 85-1 ベイ・ウイング神戸ビル 10 階 

 (株)プロアクティブ内 地球電磁気・地球惑星圏学会事務局  

TEL: 078-332-3703 FAX: 078-332-2506 E-mail: sgepss pac.ne.jp 

 

 

  - 16 -



賛助会員リスト	

下記の企業は、本学会の賛助会員として、	

地球電磁気学および地球惑星圏科学の発展に貢献されています。 

(有)テラテクニカ (2口)  

〒 208-0022 

東京都武蔵村山市榎3丁目25番地1 

tel. 042-516-9762 

fax. 042-516-9763 

URL http://www.tierra.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

三菱重工 ( 株 ) (2 口) 

防衛・宇宙ドメイン誘導・推進事業部  

電子システム技術部  

〒 485-8561 

愛知県小牧市東田中1200 

tel. 0568-79-2113 

URL http://www.mhi.jp 

Exelis VIS 株式会社   東京オフィス 

〒 101-0064  

東京都千代田区猿楽町 2-7-17 

 織本ビル 3F 

tel. 03-6904-2475 

fax. 03-5280-0800 

URL http://www.exelisvis.com/ 

 

 

 

 

 

 

日本電気 ( 株 ) 宇宙システム事業部  

〒 183-8501  

東京都府中市日新町 1-10 

tel. 042-333-3933 

fax. 042-333-3949 

URL http://www.nec.co.jp/solution/ space/ 

 

クローバテック(株) 

〒 180-0006  

東京都武蔵野市中町 3-27-26  

tel. 0422-37-2477 

fax. 0422-37-2478 

URL http://www.clovertech.co.jp/ 

 

 

 

 

 

富士通(株) 

〒 261-8588 千葉市美浜区中瀬 1-9-3  

富士通(株)幕張システムラボラトリ 

tel. 043-299-3246 

fax. 043-299-3011 

URL http://jp.fujitsu.com/ 

(有)テラパブ 

〒 158-0083 

東京都世田谷区奥沢 5-27-19-2003 

tel. 03-3718-7500 

fax. 03-3718-4406 

URL http://www.terrapub.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

明星電気 ( 株 ) 技術開発本部 装置開発部 

〒 372-8585  

群馬県伊勢崎市長沼町 2223  

tel. 0270-32-1113 

fax. 0270-32-0988 

URL http://www.meisei.co.jp/ 
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日鉄鉱コンサルタント ( 株 ) 

〒 108-0014 

東京都港区芝 4 丁目 2-3NOF 芝ビル 3F 

tel. 03-6414-2766 

fax. 03-6414-2772 

URL http://www.nmconsults.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

カクタス・コミュニケーションズ(株)  

〒 101-0061  

東京都千代田区三崎町2-4-1  

TUG-I ビル 4F   

tel. 03- 6261-2290 

fax. 03- 4496–4557 

URL  http://www.editage.jp/  

シュプリンガー・ジャパン（株） 

〒101-0065 

東京都千代田区西神田3－8－1 

千代田ファーストビル東館 

tel. 03-6831-7000 

URL http://www.springer.com 
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